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１５

半径が２ｃｍの円と半径が６ｃｍの円があります。
この２つの円の面積の和に等しい面積の円をつくるには、その円の半径を

何ｃｍにすればよいか答えなさい。

大きさの異なる３つの円 A、B、C があります。
B の面積は１０π㎝２で、A の半径は B よりも１㎝長く、C の半径は B

よりも１㎝短くなっています。
このとき、A の面積は C の面積よりも何㎝２大きいか答えなさい。
ただし円周率をπとします。

A B C
１０π㎝２

の小数部分を a とするとき、(a ＋５)(a ＋１)の値をアからエ
までの中から選びなさい。
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a ＝ だから、
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半径２ｃｍの面積は、２×２×π＝４π

半径６ｃｍの面積は、６×６×π＝３６π

２つの円の面積の和は、４π＋３６π＝４０π

面積が４０πの円の半径を x とすると、
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円 A の半径を x ㎝、円 C の半径を y ㎝とすると、

x ＝

y ＝ と表される。

円 A と円 C の面積の差は、
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